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平成二十七年度　介護報酬改定の概要
（社保審―介護給付費分会・資料から）

Ⅰ．平成二十七年度介護報酬改定に係る
基本的な考え方
　平成二十七年度の介護報酬改定は、二○二五年（平成三十七年）に向けて、医療・介護・予防・住まい・生活支援が包括的に確保される「地域包括ケアシステム」の構築を実現していくため、平成二十六年度改正の趣旨を踏まえ、中重度の要介護者や認知症高齢者への対応の更なる強化、介護人材確保対策の推進、サービス評価の適正化と効率的なサービス提供体制の構築といった基本的な考え方に基づき行うものである。
　これらとともに、賃金・物価の状況、介護事業者の経営状況
等を踏まえた介護報酬の改定率は全体で▲二・二七％である。（参考）介護報酬改定率▲二・二七％

　　　うち、在宅分▲一・四二％、施設分▲○・八五％
Ⅰ．平成二十七年度介護報酬改定にの基本的考え方と

　　　　　　　　　　　　　　その対応

（１）中重度の要介護者や認知症高齢者への対応の更なる強化
①地域包括ケアシステムの構築に向けた対応（省略）

②活動と参加に焦点を当てたリハビリテーションの推進

（省略）

③看取り期における対応の充実

○地域包括ケアシステムの構築に向けて、看取り期の対応を充

実・強化するためには、本人・家族とサービス提供者との十　　　　

分な意思疎通を促進することにより、本人・家族の意向に基

づくその人らしさを尊重したケアの実現を推進することが

重要であることから、施設等におけるこのような取り組みを

重点的に評価する。

④口腔・栄養管理に係る取組の充実
○施設等入所者が認知機能や摂食・嚥下機能の低下等により食

事の経口摂取が困難となっても、自分の口から食べる楽しみ

を得られるよう、多職種による支援の充実を図る。
（２）介護人材確保対策の推進
○　地域包括ケアシステムの構築の更なる推進に向け、今後も増大する介護ニーズへの対応や質の高い介護サービスを確保する観点から、介護職員の安定的な確保を図るとともに、更なる資質向上へのとりくみを推進する。

（３）サービス表の適正化と効率的なサービス提供体制の構築
○　地域包括ケアシステムの構築とともに介護保険制度

　の持続可能性を高めるため、各サービス提供の実態を

踏まえた必要な適正化を図ると共にサービスの効果

的・効率的な提供を推進する。

Ⅲ．各サービスの報酬・基準に係る見直しの内容
介護老人福祉施設（さくら荘に該当するものだけ抜粋）①看取り介護加算　死亡日以前四日以上三○日以内
　　　　　　　　　　八○単位／日→一四四単位／日
②日常生活維持加算　二三単位／日→　三六単位／日

③多床室における居住費負担

　介護老人福祉施設の多床室の入所者のうち、一定の所得を有する入所者については、現行の光熱水費相当分に加え、室料相当分の負担を居住費として求める。ただし「低所得者を支える多床室」との指摘もあることを踏まえ、低所得者に配慮する観点から、利用者負担第一段階から第三段階までの者については、補足給付を支給することにより、利用者の負担を増加させないこととする。

　なお当該見直しについては、平成二十八年八月から行うこととする。

④基本報酬の見直し（多床室　単位／日）　　　　

　　　　　（現　行）→（二十七年四月）→（二十七年八月）

要介護度一　六三四　→　五九四　　　　→　五四七

要介護度二　七〇三　→　六六一　　　　→　六一四

要介護度三　七七五　→　七二九　　　　→　六八二

要介護度四　八四四　→　七九六　　　　→　七四九

要介護度五　九一二　→　八六一　　　　→　八一四

＊介護職員処遇改善加算の新しい加算率　加算Ⅰ　五・九％
（注）介護保険は全国一律でサービスの報酬を「単位」で表します。しかし、人件費の高い都市部の状況を勘案して地域区分の掛け率があり、見直しがあります。
　介護報酬一単位　　一〇・八一円　→一〇・九〇円

退所のお知らせ　　　　　　Ｓ　・　Ｆ　さん
Ｓさんは平成二十年十月に入所され、さくら荘で六年と四か月程を過ごされました。
まだ若い時期の病気で要介護状態になられていました。寝たきりで歩行等で使わないと「骨粗鬆症」が進むと言われながらも、いつ生じたのか分からない骨折がありました。もう二度と骨折をさせてはいけないと、介助の時には必ず三人で細心の注意をしながら行いました。

急変に気が付き、救急対応をしましたが、数日後に、ご家族に囲まれて静かに旅立たれました。

Ｓさんにはたくさんのことを勉強させて頂きました。
心からのご冥福をお祈り致します。（享年八十才）
家族会（二月二十八日報告）　家族会書記　Ｗさん
①二月の報告と三月のスケジュール説明

〈施設長の挨拶〉
・家族会の参加者が少なく、寂しいですね。陽射しは暖かくなり春の到来を感じさせます。まだインフルエンザやノロ等への万全な感染症対策を実施し、皆さんで元気に三月を迎えたいと思っています。
〈スタッフからの報告（抜粋）〉

・二月は節分を楽しみました。全体的に落ち着いた月でした。三月は人気の「手打蕎麦」を楽しみましょう。（管理栄養士、相談員）

②「介護保険」の改定について説明

〈相談員から〉詳しくは前述の通り

・改定は、介護保険を継続させていくために見直されるものです。

・施設の利用料が上がる方も出てきます。多床室の居住費の負担が変わる事が要因です。まだ、見直しの予定もあり、新しい情報が分かり次第お知らせいたします。

・現在の「介護保険負担限度額認定書」は七月三十一日までが有効期限なので、その前に新たな手続きが必要です。詳細はまたお知らせいたします。

〈施設長の話〉

　今回の改定で、現実的に施設の収入は減少します。しかし、スタッフの確保、サービスの質の持続などは不可欠で、悩ましい問題です。今後ともご家族のご意見等をお聞きしながら対応していきたいと思っています。

③三月の家族会のお知らせ

三月二十八日の土曜日。一時半から四階で行います。

その後、二階で「手打蕎麦」を実施します。
★四月の家族会・定例会は、二階フロアで


四月二十六日（土）午後一時三十分～








